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3人が一般質問 P10～13
特別委員会 P14～15

　令和元年度
　一般会計・特別会計・公営企業会計決算

決算特別委員会 P2～4

仲間と
過ごし

た令和
２年夏

新宮町・久山町中学校交流親善大会 7月18日～ 26日　吹奏楽部演奏会 8月2日

議会だより



認
定

一般会計決算
令和元年度 決

算
特
別
委
員
会

歳出総額

平成30年度比　18億3761万4148円の減129億772万円
町税（町民税・固定資産税・軽自動車税・町たばこ税）

ふるさと寄附金
地方交付税

50億5482万円
23億7028万円
6億4701万円

歳
入
の
主
な
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
運
行
時
刻
や
経
路
の
見

直
し
の
考
え
は
。

　Ｑ
　
　
こ
こ
２
年
間
過
去
最
高

の
乗
客
数
を
更
新
し
て
い

る
。
周
り
の
環
境
、
地
区
か

ら
の
要
望
も
踏
ま
え
運
行
協

議
会
な
ど
で
検
討
し
て
い

く
。

Ａ
　
令
和
元
年
度
決
算
は
、
議
長
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
９
月
４
日
、
８
日
の
２
日
間
で
審
査
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
こ
こ
数
年
順
調
に
増
え

て
い
た
サ
ポ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

が
、
令
和
元
年
度
は
減
っ
て

い
る
が
、
要
因
は
。

　
　
支
出
方
法
が
変
わ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
年
度
実
績
は

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

Ａ サ
ポ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト

名　称 令和元年度末残高 平成30年度末残高
土地開発基金 1億 4000 万円 1億 4000 万円
減 債 基 金 3億 4942 万円 3億 4945 万円
財政調整基金 24 億 695 万円 24 億 663 万円
災害対策基金 708 万円 708 万円
国民健康保険高額
療養資金貸付基金 150 万円 150 万円

国民健康保険出産費
資 金 貸 付 基 金 240 万円 240 万円

ふるさと応援基金 7 億 2017 万円 4億 2514 万円
森＊ 林環境譲与税基金 143 万円 －　円

項　目 金　額 前年度比
議 会 費 9241 万円 683 万円
総 務 費 25 億 1136 万円 1億 2113 万円
民 生 費 36 億 8406 万円 1億 1204 万円
衛 生 費 9億 5940 万円 ▲ 7400 万円
労 働 費 0円 0円

農 林水産業費 1億 3059 万円 6278 万円
商 工 費 7280 万円 ▲ 856 万円
土 木 費 13 億 5584 万円 ▲ 6828 万円
消 防 費 5億 1689 万円 950 万円
教 育 費 19 億 6652 万円 ▲ 22 億 8143 万円
災 害 復 旧 費 958 万円 ▲ 88 万円
公 債 費 8億 3334 万円 ▲ 488 万円
諸 支 出 金 7億 7487 万円 2億 8813 万円

基金（貯金）

令和元年度　一般会計決算（歳出）

令
和
元
年
度 

一
般
会
計

　Ｑ

　
　
ね
た
き
り
老
人
扶
助
費

や
、
お
む
つ
の
現
物
支
給
な

ど
の
制
度
を
、
分
か
り
や
す

く
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　Ｑ

　
　
周
知
の
方
法
は
変
え
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
対
象
の
方
に
情
報
が
届

く
よ
う
な
形
で
広
報
し
て
い

き
た
い
。

Ａ

自
宅
介
護
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＊ 【森林環境譲与税】　森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保するため
町に譲与されるもの。



が
ん
検
診

　
　
現
在
空
調
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
教
室
は
。

　Ｑ
　
　
理
科
や
家
庭
科
な
ど
の

準
備
室
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。

　
音
楽
の
準
備
室
な
ど
吹
奏

楽
の
練
習
で
使
う
状
況
が
あ

る
た
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
順

次
設
置
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

新
宮
町
消
防
団

　
　
新
免
許
制
度（
平
成
29

年
３
月
12
日
）に
よ
り
、
普

通
免
許
で
消
防
車
両
の
運
転

が
不
可
能
な
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
る
。

　
団
員
へ
の
免
許
取
得
助
成

制
度
を
つ
く
り
、
団
員
募
集

の
大
き
な
柱
に
で
き
な
い

か
。

　
　
ポ
ン
プ
車
が
３
・
５
ト

ン
を
超
え
て
い
る
の
で
普
通

免
許
で
は
運
転
で
き
な
い
。

　
現
在
補
助
の
割
合
を
含
め

検
討
し
て
い
る
。
し
っ
か
り

協
議
し
な
が
ら
前
に
進
め
て

い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

　
　
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策

事
業
費
補
助
金
で
は
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る

か
。

　Ｑ
　
　
環
境
省
の
補
助
事
業
で

新
宮
海
岸
は
年
５
回
、
相
島

漁
協
は
年
１
回
漂
着
し
た
ご

み
を
回
収
し
て
い
る
。

Ａ

　
　
相
島
の
お
試
し
居
住
施

設
は
、
ど
の
よ
う
に
予
約
を

受
け
付
け
、
運
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　Ｑ

　
　
相
島
活
性
化
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、

予
約
が
で
き
る
。

　
３
月
ま
で
に
５
組
の
宿
泊

が
あ
っ
た
が
、
４
月
以
降
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
閉
め
て
い
る
。

Ａ

　
　
昨
年
度
は
、
子
宮
が
ん

検
診
の
勧
奨
を
は
が
き
で
行

い
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
今
年
度
の
取
り
組
み

は
。

　
　
検
診
の
通
知
が
個
人
あ

て
に
届
く
事
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
今
年
の

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
も

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
を
予

定
し
て
い
る
。

Ａ

海
岸
漂
着
物

相
島
お
試
し
居
住
施
設(

関
連
記
事
14
ペ
ー
ジ)

準中型免許が必要となるポンプ車

学
童
保
育

　
　
学
童
保
育
所
の
総
定
員

数
と
入
所
児
童
の
実
績
は
。

　
　
総
定
員
数
５
７
０
人
に

対
し
て
、
入
所
児
童
数
は
５

５
５
人
で
あ
る
。

Ａ

小
中
学
校
特
別
教
室
の

空
調
設
置

名　　称 令和元年度収入額 徴収率

町民税（個人） 19 億 2378 万円 99.3％

町民税（法人） 4億 3696 万円 100.2％

固 定 資 産 税 22 億 3229 万円 99.7％

軽 自 動 車 税 6755 万円 98.6％

町 タ バ コ 税 3億 6988 万円 100.0％

町税収入額（現年度分）

※ 収入額には年度内に還付できなかった額が含まれて
います。

令
和
元
年
度 

一
般
会
計

　Ｑ

　Ｑ

Ａ

町
営
渡
船
運
賃
助
成
金

　
　
相
島
以
外
の
人
は
対
象

者
の
５
㌫
し
か
利
用
し
て
い

な
い
。
福
祉
施
策
と
し
て
考

え
る
と
、
マ
リ
ン
ク
ス
の
乗

降
券
と
の
選
択
制
も
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
が
。

　Ｑ
　
　
高
齢
者
福
祉
の
問
題
と

し
て
、
今
後
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
。

Ａ

漂着ごみの回収を行っています（相島）
（左：実施前　右：実施後）

　Ｑ
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決
算
特
別
委
員
会
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令
和
元
年
度 

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

渡
船
事
業

水
道
事
業

　
　
経
費
節
減
と
安
全
運
航

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解

は
。

　
　
自
己
水
源
と
、
企
業
団

を
含
め
た
外
部
か
ら
の
水
の

割
合
は
。

　Ｑ

　Ｑ

　
　
改
良
工
事
を
行
い
、
漁

業
者
が
使
っ
て
い
る
タ
ン
ク

か
ら
給
油
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
経
費
節
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
今
後
も
経
費
を
節
減
し
な

が
ら
安
全
運
航
に
努
め
た

い
。

　
　
自
己
水
源
が
11
㌫
、
福

岡
地
区
水
道
企
業
団
が
60

㌫
、
北
九
州
市
か
ら
の
購
入

が
29
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ

Ａ

改良工事を行った相島給油施設

　
　
少
雨
の
た
め
海
水
淡
水

化
装
置
を
設
置
し
た
が
、
年

間
総
雨
量
は
平
成
30
年
度
よ

り
増
え
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
水
不
足
に
な
っ

た
原
因
は
。

　Ｑ

　
　
平
成
31
年
４
月
か
ら
７

月
ま
で
が
渇
水
で
あ
り
、
ま

と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
同
年
８
月
か
ら
翌
年
春
先

ま
で
の
降
雨
量
が
多
く
、
年

間
の
総
雨
量
は
増
え
て
い

る
。

Ａ

簡
易
水
道
事
業

会　計　名 金　　額 前年度比
渡 船 事 業 1億6372万円 4495万円
国 民 健 康 保 険 23億498万円 ▲5310万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2929万円 1602万円
住宅新築資金等貸付事業 75万円 ▲21万円
相 島 診 療 所 事 業 3661万円 ▲54万円
簡 易 水 道 事 業 1億312万円 1122万円

水 道 事 業
収 益 6億6071万円 ▲309万円
資 本 2億8277万円 ▲3796万円

公共下水道事業
収 益 8億7216万円 ▲468万円
資 本 10億5379万円 3億1394万円

相島漁業集落環境整備事業 1033万円 ▲120万円

令和元年度　特別会計決算（歳出）

　
　
特
定
健
診
の
受
診
率
が

３
㌫
増
え
た
要
因
は
。

　
　
昨
年
か
ら
ウ
ェ
ブ
予
約

を
始
め
て
お
り
、
30
代
40
代

の
ウ
ェ
ブ
予
約
が
増
え
た
。

　
ま
た
不
定
期
受
診
者
に
対

し
は
が
き
で
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
た
。

Ａ

　Ｑ

国
民
健
康
保
険

パソコン・スマホで
総合健診の予約ができます



定
　
例
　
会
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計
画
の
詳
細
は
。

　Ｑ
　
　
町
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
計
画
を
、
今
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

3か国語対応予定の観光パンフレット

第
３
回
定
例
会

　
第
３
回
定
例
会
を
９
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
制
定
６
件
、決
算
認
定
10
件
、補
正
予
算
４
件
、工
事
請
負
契
約
の
締
結・変
更
２
件
、財
産
の
取
得
１
件
、計
画
の
変
更
１
件
、発
議
１
件
を
審
議
し
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
請
願
１
件
を
採
択
と
し
、
報
告
６
件
を
受
け
、
一
般
質
問
は
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
20
億
８
７
１
４
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
１
８
５
億
３
６
４
６
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。 

（
総
務
建
設
委
員
会
に
付
託
）　

　
工
事
の
内
容
は
。

　
　

国
の
補
助
事
業
と
し

て
、
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
本

土
側
か
ら
相
島
に
陸
揚
げ
す

る
ま
で
の
整
備
事
業
を
行

う
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
ト
イ
レ

清
掃
を
教
職
員
が
行
っ
て
い

た
が
、
業
務
委
託
に
よ
り
こ

の
業
務
は
な
く
な
る
の
か
。

　
　
教
職
員
に
通
常
以
上
の

業
務
負
担
が
増
え
て
い
た

が
、
委
託
に
よ
り
解
消
に
つ

な
が
る
。

地
域
情
報
化
計
画
策
定

業
務
委
託
料
　
　

相
島
光
ケ
ー
ブ
ル
通
信
施
設

整
備
工
事
費

Ａ

項　目 増減金額 主な内容

総 務 費 14億2645万4千円 ふるさと納税事業委託料
相島光ケーブル通信施設整備工事費

民 生 費 1334万6千円 新型コロナウイルス緊急包括支援
事業費補助金

衛 生 費 986万1千円 各種予防接種委託料
商 工 費 112万1千円 観光パンフレット作成業務委託料
土 木 費 751万3千円 橋梁点検調査委託料
消 防 費 40万7千円 防災訓練に係る消耗品費

教 育 費 1775万4千円 清掃衛生業務委託料
新宮中学校雨漏り改修工事費

災害復旧費 300万円 災害復旧工事費
公 債 費 768万9千円 繰り上げ償還金
諸 支 出 金 6億円 ふるさと応援基金積立金

令和２年度　一般会計補正予算　主なもの

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
等

購
入
助
成
金

　
　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

多
言
語
化
は
、
何
語
に
対
応

す
る
の
か
。

　
　
英
語
、
韓
国
語
、
中
国

語
の
３
か
国
語
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
例
年
よ
り
助
成
が
増
え

て
い
る
が
詳
細
は
。

　
　
生
ご
み
処
理
機
６
基
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
す
で
に

５
基
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

４
基
分
追
加
し
た
。

小
中
学
校
・
清
掃
衛
生

業
務
委
託
料

２
７
５
万
円

各
校
52
万
８
千
円

５
億
５
７
０
７
万
５
千
円

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

業
務
委
託
料

52
万
円

７
万
６
千
円

　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ



第
４
回
臨
時
会

　
令
和
２
年
７
月
10
日
、
第
４
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で

き
る
体
制
は
、
い
つ
頃
整
う

の
か
。

　
　
新
宮
東
中
学
校
は
貸
与

を
受
け
モ
バ
イ
ル
の
検
証
を

し
て
い
る
。
新
宮
中
学
校
も

今
年
は
レ
ン
タ
ル
で
検
証
し

て
い
く
。

　
今
年
度
中
の
実
施
に
は
、

課
題
が
あ
る
。

Ａ

相
島
漁
港
沖
防
波
堤
災
害
復
旧
工
事

工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
潜
水
調
査
の
結
果
、
必
要
な
工
種
が
増

え
た
こ
と
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
変
更
す
る
も
の
。

〇
契
約
金
額　

　
　
変
更
後

　
　
　
５
億
８
６
２
１
万
６
４
０
０
円

　
　
変
更
前　５

億
１
５
３
５
万
４
４
０
０
円

〇
工
期　

　
　
変
更
後　
令
和
２
年
11
月
20
日

　
　
変
更
前　
令
和
２
年
８
月
31
日

発
議

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
す

る
地
方
税
財
源
の
確
保
及
び
医
療
機
関
へ

の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
激
減
は
避

け
が
た
く
、
今
後
の
地
方
財
政
は
か
つ
て
な

い
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
医
療
機
関
に
お
い
て
も
感
染
症
対
策

の
有
無
に
よ
ら
ず
減
収
減
益
が
お
き
、
経
営

状
態
の
悪
化
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
地

方
財
政
対
策
、
地
方
税
制
改
正
、
お
よ
び
医

療
機
関
へ
の
財
政
支
援
に
向
け
、
確
実
に
実

現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
で
す
。

○
提
出
者　
横
大
路
政
之

　
　
　
　
　
末
吉
富
美
徳 

全
員
賛
成
で
可
決

第
５
回
臨
時
会

　
令
和
２
年
７
月
29
日
、
第
５
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
１
件
、
財
産
取
得
１

件
を
審
議
し
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
８
６
４
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１
６
４
億
４
９
３
１
万
７
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

〇
学
校
管
理
用
備
品
購
入
費

５
３
０
万
円

〇
電
子
機
器
賃
借
料

３
１
２
万
４
千
円
　
　
購
入
さ
れ
る
サ
ー
モ
カ

メ
ラ
の
運
用
方
法
は
。

　
　
入
場
時
に
検
温
し
、
発

熱
症
状
が
あ
る
方
は
施
設
利

用
を
控
え
て
も
ら
う
よ
う
依

頼
す
る
。

Ａ 感
染
症
対
策
用
備
品
購
入
費

２
３
１
万
円

新宮町役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮に
サーモカメラを設置

　Ｑ

　Ｑ

定
例
会
・
臨
時
会
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令和2年第3回（9月）定例会における審議結果

種
別 件　　　名 内　　　容

採　
決

安
武
久
美
子

温
水　
　
眞

末
吉
富
美
徳

濱
田　
　
幸

上
畝
地
白
馬

西　
健
太
郎

大
牟
田
直
人

髙
木　
義
輔

北
崎　
和
博

横
大
路
政
之

松
井　
和
行

牧
野
真
紀
子

条
例

新宮町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例
の制定

地方自治法および地方自治法施行令等の法律、政
令の改正に伴い、町長等の損害賠償責任の一部の
免責について定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

新宮町重度障害者医療の支給に関する条例の一部を改
正する条例の制定

福岡県重度障がい者医療費支給制度改正に伴い、
「障害」の表記を「障がい」に改めるなどの改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例の制定

福岡県公費医療費支給制度が改正されることに伴
う改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準の一部を改正する内閣府令が施行
されたことに伴う改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町簡易水道設置条例の一部を改正する条例の制定 簡易水道事業の認可変更に伴い、一日最大給水量
を130立方ミリメートルに変更するなどの改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長等の給与の特例に関する条例を廃止する条例の制
定

町長等の給与に関する条例の規定による町長等の
給料減額期間が終了したことに伴う条例の廃止 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
算

令和元年度新宮町渡船事業特別会計歳入歳出決算認
定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町住宅新築資金等貸付事業特別会計
歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町相島診療所事業特別会計歳入歳出
決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町簡易水道事業特別会計歳入歳出決
算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定

可決
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町公共下水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定

可決
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町相島漁業集落環境整備事業特別会
計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度新宮町一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

令和2年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 歳入歳出総額それぞれ94万5千円を追加し、総額
を1億2965万6千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和2年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 歳入歳出総額それぞれ34万8千円を追加し、総額
を3455万円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和2年度新宮町公共下水道事業会計補正予算 収益的支出の予定額を200万円追加し、総額を9
億862万1千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和2年度新宮町一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

契
約
等

工事請負契約の締結（新宮町立学校校内通信ネットワー
ク整備工事）

契約金額　1億4113万円
契約の相手方　株式会社九電工
契約締結の日の翌日から令和3年3月26日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更（相島第2ダム改修工事） 変更金額　（変更後）　1億2323万7400円
　　　　　（変更前）　1億2222万2100円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

財
産
の

取
得 財産の取得（新宮町立学校校務用コンピュータ購入）

契約金額　2417万8000円
契約の相手方　株式会社日和通信
契約締結の日から令和3年3月25日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計
画
の

変
更 相島辺地に係る総合整備計画の変更 相島辺地に係る総合整備計画に「相島海底光ケー

ブル等整備事業」を追加するなどの変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元
をはかるための、2021年度政府予算に係る意見書採択
の要請

請願者　　横山　洋子
紹介議員　横大路政之 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議
「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対する地方税財源の確保及び医療機関への
財政支援を求める意見書」の提出

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　ー 欠席

4ページを参照

5ページを参照

6ページを参照

2～ 3ページを参照

定
　
例
　
会
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文教
生活
文教
生活

　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎上畝地白馬 ○西健太郎・松井和行・末吉富美徳・安武久美子 ◎委員長 ○副委員長

9月9日の委員会で、各課
の報告を受けました。

〇対象者　令和2年8月1日以後に生まれた次の期間にある子ども
　・経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン（2回接種）
　　　生後6週0日後から24週0日後まで
　・五価経口弱毒生ロタウイルスワクチン（3回接種）
　　　生後6週0日後から32週0日後まで
〇接種方法　町内の受託医療機関での個別接種
〇接種開始日　令和2年10月1日

定期予防接種に
ロ＊ タウイルス感染症追加

教育に活用される情報端末

　立花口区の地域振興と地域活力の推進を目指すため、地
域内外の様々な世代の人々との交流機会を増やし、地域の
観光資源や特産品を活用した交流拠点づくりを行います。
　令和3年3月まで改修工事を行い、令和3年夏頃オープン
の予定です。

〇運営内容
　地元農産物や特産品の販売
　飲食と休憩スペースの提供
　立花道雪、宗茂、誾千代などの歴史資料展示
　子ども向けの竹灯籠制作イベントなどの開催
　地区内の交流施設としての活用

立花口古民家事業すすむ

　
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
全
児
童
生
徒

に
情
報
端
末
が
整
備
さ
れ
、
町
内
全
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
い
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た
教
育
環
境
が
整
い

ま
す
。

令
和
２
年
度

全
小
中
学
生
に
情
報
端
末
整
備

　　ワクチンが2種類あるが違いは。

　　2回接種と3回接種があり、どちらも効果は同じで病院の
医師の判断で接種ワクチンを決めていく。

　Ｑ

Ａ

＊ 【ロタウイルス感染症】　5歳未満の乳幼児に感染が多く急性胃腸炎（突然の嘔
吐、発熱、水様性の下痢）を引き起こす感染症で、脱水やけいれん、脳症など
を合併する場合がある。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
新
規
に
５
人
採

用
し
ま
す
。（
農
業
部
門
４
人
、
相
島
１
人
）

　
任
用
開
始
は
令
和
２
年
10
月
１
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
営
農
環
境
の
維
持
、
荒

廃
農
地
対
策
、
特
産
品
開
発
、
地
域
協
力

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

５
人
採
用

　　立花道雪、宗茂、誾千代などの歴史資料展示は、シー
オーレ新宮にも展示されるのか。

　　可能であれば、展示していきたい。

　Ｑ

Ａ清潔感あふれる改修されたトイレ

　体育館トイレ、校舎内トイレが湿式の
和式トイレから乾式の洋式トイレへ改修
されます。
　体育館トイレは完成済みで、校舎内ト
イレは10月中旬頃完成予定です。

相島小学校のトイレ
がきれいになります

委
員
会
報
告
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警戒

警

戒
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問

※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。

１　安武久美子　　議員……………… 11
　•熱中症対策に小中学生負担軽減の取り組みを

２　大牟田直人　　議員……………… 12
　•パートナーシップ宣誓制度の導入を

３　濱田　　幸　　議員……………… 13
　•自主防災組織の今後の強化は

　一般質問とは、定例会において議員が町の
行財政全般について、町と政策論争をするも
のです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分
の持ち時間内で質問します。
　第3回定例会の一般質問は、令和2年9月2
日（水）に3人が行いました。
　議事録は、議会事務局及び町立図書館で閲
覧できます。また、質問の様子は録画配信し
ています。（17ページ参照）



熱中症対策に小中学生
負担軽減の取り組みを
良い取り組みを

共有し広げたい 教育長

猛
暑
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
町
に

緊急通報装置

　
　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
小
中
学
校

の
臨
時
休
校
が
続
い
た
た

め
、
夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
児

童
生
徒
は
非
常
に
暑
い
中
登

下
校
を
し
て
い
る
。

　
本
町
の
登
下
校
時
の
熱
中

症
対
策
の
現
状
は
。

　
　
今
後
も
夏
場
の
猛
暑
は

続
く
と
思
わ
れ
る
。

　
来
年
に
向
け
、
高
齢
者
へ

の
経
口
補
水
液
や
冷
却
タ
オ

ル
、
熱
中
症
計
の
配
布
な
ど

の
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

　
　
高
齢
者
の
健
康
を
守
る

24
時
間
対
応
の
「
緊
急
通
報

装
置
」
が
あ
る
が
、
65
歳
未

満
で
も
貸
出
希
望
者
は
多
い

と
思
わ
れ
る
。
対
象
を
拡
大

で
き
な
い
か
。

問

問

問

ス
ト
や
給
水
ポ
イ
ン
ト
設
置

を
し
て
い
る
。

　
熱
中
症
情
報
を
校
内
に
掲

示
し
子
ど
も
達
の
注
意
を
促

し
、
家
庭
と
連
携
し
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
水
分
を
補
給
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
帽
子
の
着
用
や
一
部
中
学

生
の
日
傘
利
用
、
下
校
時
の

水
筒
補
充
な
ど
実
施
す
る
学

校
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
見
守
り
が

必
要
な
方
に
対
し
、
町
長
が

必
要
と
認
め
る
場
合
は
65
歳

未
満
で
も
利
用
で
き
る
。

　
装
置
は
家
の
中
で
し
か
使

え
な
い
不
便
な
所
も
あ
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
移

行
す
る
方
も
増
え
て
お
り
、

今
後
機
器
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

子ども用日傘
筑後市が全小学生に配布

安武久美子 議員

　
　
　
住
民
の
命
を
守
る
た

め
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

町
長

健
康
福
祉
課
長

冷却タオル

　
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

登
下
校
の
全
小
中
学
生
へ
日

傘
や
冷
却
タ
オ
ル
な
ど
配
布

で
き
な
い
か
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
よ
り
軽
い

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
の
登
下

校
や
、
体
操
服
通
学
な
ど
子

ど
も
達
の
負
担
を
減
ら
す
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

問
　
　
　
　
日
傘
の
配
布
な
ど

は
し
て
い
な
い
が
、
保
健
指

導
を
通
し
子
ど
も
達
自
身
が

自
分
の
健
康
を
守
る
意
識
を

高
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
他
の
良
い
取
り
組
み
を
共

有
し
広
げ
て
行
き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
感
染
症
対
策
と
と

も
に
熱
中
症
予
防
対
策
を
各

学
校
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

立
花
小
学
校
で
は
手
作
り
ミ

教
育
長

令和２年１０月発行11
しんぐう町議会だより 第９１号

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う



引
っ
越
し
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
で

窓
口
の
混
雑
緩
和
を

慎重に検討したい
大牟田直人 議員

町長

多
様
性
を
認
め
合
い
、

み
ん
な
が
支
え
合
う
素
敵
な
町
を

「多様性を認め合う社会の実現を」
福岡市パートナーシップ宣誓書受領証（福岡市提供）

　
　
現
代
は
、
性
別・国
籍・

人
種
・
年
齢
・
考
え
方
な
ど

様
々
な
違
い
の
あ
る
人
々
が

互
い
を
認
め
合
い
、
支
え
あ

い
生
き
て
い
く
多
様
性
の
時

代
で
あ
る
。

　
現
在
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
む
性

的
少
数
者
は
８
㌫
を
超
え
る

と
い
う
調
査
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
感
じ
る
。

　
性
的
少
数
者
に
関
す
る
啓

発
や
教
育
の
現
状
は
。

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
町
で
も
導

入
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
学
校
教
育
に
お
い

て
、
多
様
な
性
自
認
に
対

し
、
個
性
の
一
つ
と
し
て
受

容
し
、
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
ち
を
児
童
生
徒
が
持
て

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
事
例
集
の
作

成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
７
月
新
宮
中

学
校
の
道
徳
授
業
に
お
い

て
、
性
の
多
様
性
を
認
め
合

う
学
習
が
展
開
さ
れ
た
。

　
今
後
も
取
り
組
み
や
啓
発

を
行
い
た
い
。

　
　
　
新
宮
町
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
指
針
の
改
訂
版

に
、
性
的
少
数
者
に
つ
い
て

も
位
置
づ
け
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
に
性
の
多
様

性
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
の
一

つ
と
し
た
、
人
権
学
習
会
、

指
導
者
研
修
会
、
職
員
向
け

研
修
会
、
町
内
企
業
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
行
っ
た
。

　
今
後
と
も
町
民
に
性
の
多

様
性
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
、
教
育
啓
発
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
性
的
少
数
者
の
方
々

が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
は
、

法
の
未
整
備
や
、
社
会
の
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

原
因
と
考
え
る
。
国
に
法
整

備
を
求
め
る
と
と
も
に
、
性

的
少
数
者
へ
の
理
解
が
得
ら

　
　
引
っ
越
し
時
の
窓
口
で

の
待
ち
時
間
や
、
手
続
き
に

係
る
時
間
を
減
ら
す
た
め
、

福
岡
市
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
町
で
も

実
施
で
き
な
い
か
。

問
　
　
　
　
　
福
岡
市
の
住
所

変
更
手
続
き
の
平
均
待
ち
時

間
は
75
分
で
あ
る
。町
で
は
、

番
号
札
の
番
号
を
呼
ぶ
ま
で

平
均
１
分
弱
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
１
時
間
以
内
に

全
て
の
手
続
き
を
終
え
ら
れ

問

教
育
長

町
長

町
長

住
民
課
長

れ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
啓

発
が
重
要
で
あ
る
。
町
民
へ

の
啓
発
活
動
や
多
様
性
を
重

ん
じ
る
意
識
の
醸
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
ア＊２ウ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
を
強
要
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
条
例
を
制
定
す
る

方
針
を
出
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
導
入
は
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

に
よ
り
福
岡
市
の
よ
う
な
効

果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
低

い
と
思
わ
れ
る
。

きめ細やかな対応の
町役場窓口

問

パートナーシップ
宣誓制度の導入を
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＊2 【アウティング】　本人の了解を得ずに、他の人に公にしていない性的指向な
どの秘密を暴露する行動のこと。

＊1 【パートナーシップ宣誓制度】　性的少数者や事実婚の二人
が、互いを人生のパートナーとして相互に協力し合う関係
であることを宣誓し、自治体が受領証などを交付する制度。



自主防災組織の
今後の強化は

更なる活性化を図る 町長

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り

の
た
め
自
主
防
災
組
織
の
充
実
を

災害に強い町づくりを
2019年10月27日新宮町防災訓練

ふれあいの丘公園にて

　
　
本
町
は
災
害
が
少
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
自
然

災
害
へ
の
対
策
・
対
応
の
強

化
は
不
可
欠
で
あ
り
、
防
災

あ
る
い
は
減
災
の
た
め
に
で

き
得
る
限
り
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
町
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
設
立
の
状
況
と
、
現

状
の
課
題
は
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
普
及

の
た
め
、
補
助
金
や
支
援
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、本
町
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　
現
在
あ
る
自
主
防
災
組

織
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
強

化
さ
せ
て
い
く
の
か
。

問

問

　
　
　
防
災
専
門
官
に
よ
る

防
災
講
話
や
避
難
訓
練
等
の

実
施
を
通
し
て
自
主
防
災
活

動
の
更
な
る
活
性
化
を
図

る
。

　
消
防
署
や
消
防
団
と
の
連

携
・
協
力
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

問

　
　
　
現
在
、
自
主
防
災
組

織
を
設
立
さ
れ
て
い
る
行
政

区
は
、的
野
区
、立
花
口
区
、

花
立
花
区
、
原
上
区
、
夜
臼

２
区
、
湊
坂
区
、
相
島
区
と

今
年
度
設
立
の
上
府
区
の
８

行
政
区
で
あ
る
。
課
題
は
残

り
16
行
政
区
の
設
立
と
、
設

　
　
　
補
助
金
を
出
し
て
自

主
防
災
組
織
の
設
立
を
促
し

て
い
る
市
町
村
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
本
町
で
は
補
助
金

の
要
望
は
な
い
が
、
そ
の
効

果
な
ど
を
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

ハザードマップを活用して
災害に備えよう

立
さ
れ
て
い
る
８
行
政
区
の

体
制
強
化
で
あ
る
。

町
長

町
長

町
長

濱田　　幸 議員

　
　
現
状
、
防
災
活
動
の
核

と
な
る
人
材
育
成
が
進
ん
で

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
男
性
だ
け
で
な
く
、
日
中

に
活
動
が
可
能
な
女
性
に
も

声
掛
け
し
て
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
推
進
し
て
は

ど
う
か
。

問
　
　
　
消
防
、
自
衛
隊
、
警

察
の
経
験
者
な
ど
の
人
材
の

発
掘
が
大
事
と
思
わ
れ
る
。

　
避
難
所
運
営
は
、
女
性
の

方
が
中
心
に
な
る
と
非
常
に

う
ま
く
い
く
と
考
え
る
の

で
、
女
性
の
人
材
発
掘
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

町
長
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第
５
回
委
員
会（
９
月
３
日
）

　
令
和
２
年
９
月
３
日
、
第
５
回
委
員
会
を
開
催
し
、

副
町
長
の
出
席
の
も
と
に
都
市
整
備
課
お
よ
び
産
業
振

興
課
よ
り
現
状
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

【
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進
捗
】

　
立
花
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
取
り
扱
い
お
よ
び
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
を
国
へ
要
望
す
る
た
め
の

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
】

１
．
相
島
地
区
、
東
部
地
区
の
定
住
化
対
策

２
．
近
隣
市
町
と
の
連
携
し
た
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

　
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

新
宮
町
地
域
振
興

特
別
委
員
会

新
宮
町
将
来
ま
ち
づ
く
り
計
画
特
別
委
員
会

　
現
在
、
将
来
町
が
目
指
す
べ
き
姿
の
方
向
性
を
示
す
、
令
和
３
年
度
を
始
期
と
す
る
第
６
次
新
宮
町
総
合
計
画
の
策

定
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
意
見
具
申
を
行
い
積
極
的
に
関
わ
る
必
要
が
あ
り
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
委
員
会（
８
月
19
日
）

　
将
来
町
が
目
指
す
べ
き
姿
の
方
向
性
の
概
要
説
明
、

主
要
施
策
一
覧
表
の
提
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
概
要
説
明
お
よ
び
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
全
委
員
の

意
見
や
確
認
事
項
を
文
書
で
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会（
９
月
３
日
）

　
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
や
確
認
事
項
は
、
75
項

目
で
し
た
。

　
項
目
ご
と
に
町
の
見
解
・
考
え
方
を
文
書
で
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
再
質
疑
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
９
月
15
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
状
況
に
合
わ
せ

て
委
員
会
を
開
会
す
る
予
定
で
す
。

20年後、30年後の未来を見据え
第6次新宮町総合計画が策定されます
立花山山頂より新宮町を望む

相島地区の定住化対策進む
（関連記事3ページ）

特

別

委

員

会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

第
４
回
委
員
会（
７
月
10
日
）

　
新
宮
町
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
指

針
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
新
宮
」学
生
応
援
給
付
等
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
４
月
13
日
か
ら
７
月
末
に
実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
時
の
業
務
継
続
の
た
め
の
分
庁（
分
散
）

方
式
に
対
す
る
各
課
の
意
見
や
対
応
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
各
課
の
対
策
・
対
応
に
よ
る
業
務
の
課
題
や
影
響
に

つ
い
て
の
資
料
提
出
を
執
行
部
へ
要
請
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

第
５
回
委
員
会（
７
月
29
日
）

　
８
月
６
日
実
施
予
定
の
研
修
会
に
お
け
る
主
な
質
問

事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
宮
町
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
指
針
を
作
成
し
、
全
員
賛
成
で
可
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
次
回
以
降
左
記
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

・
４
月
27
日
時
点
の
妊
婦（
胎
児
）へ
の
一
時
金
給
付
対
策

・
自
宅
待
機
の
感
染
者
等
へ
の
支
援
品
配
布

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究

第
６
回
委
員
会（
８
月
６
日
）

　
講
師
と
し
て
福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
肥ひ

山や
ま

和か
ず

俊と
し

感
染

症
内
科
医
長
を
お
招
き
し
、『
医
療
現
場
か
ら
み
た「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」に
つ
い
て
』、
議
事
堂
に

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
福
岡
都
市
圏
で
は
感
染
者
が
急
増
し
、
日
々
業
務
で

お
忙
し
い
中
、
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
講
義
で
は
、
丁
寧
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
者
の
症
状
、
医
療
従
事
者
の
苦
労
な
ど
実
情
を

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
７
回
委
員
会（
９
月
３
日
）

　
各
課
よ
り
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
に
関
す

る
結
果
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
す
る
地
方
税
財
源
の

確
保
及
び
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）お
よ
び
特
別
定
額
給
付
金
の
基

準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
対
す
る
給
付
事
業
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

第
８
回
委
員
会（
９
月
８
日
）

　

第
７
回
に
引
き
続
き
、

意
見
書
、
給
付
事
業
に
関

す
る
検
討
を
行
い
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
と
、

給
付
事
業
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
町
長
に
行
う
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

※ 

９
月
15
日
に
町
長
へ
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

 

９
月
18
日
、
新
宮
町
新

生
児
特
別
給
付
金
を
実

施
す
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

町長へ申し入れを行いました
（9月15日）

新型コロナウイルスについて
学びました
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温
暖
化
に
よ
る
災
害
と
熱
中
症
を
学
ぶ

　
令
和
２
年
７
月
27
日
、
議
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
粕

屋
北
部
消
防
本
部　
尾お

の

上う
え

勉つ
と
む

消

防
長
、
大お

お

井い

昭あ
き

典の
り

警
防
係
長
、

大お
お

神が
み

崇た
か

敬の
り

救
急
係
長
よ
り
、「
地

球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
・

熱
中
症
の
現
状
と
対
策
」に
つ

い
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
に
つ
い
て

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響
と
思
わ
れ
る
大
規

模
な
風
水
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
公
助
に
お
い
て
は
市
町

村
・
県
・
国
レ
ベ
ル
で
様
々
な
対
応
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
命
を
守
り
被
害
を
最
小
限
に

す
る
に
は
、
自
助
・
共
助
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
の
つ
な
が

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

熱
中
症
の
現
状
と
対
策

　
近
年
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
は
増
え
て
お
り
、

熱
中
症
は
新
た
な
気
候
災
害
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
で
す
。
予
防
策
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
予
防
が
大
事
で
あ
る
と
の
話
で
し
た
。

　　
ま
た
、
気
象
庁
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

教
材「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
〜

大
雨
の
時
に
ど
う
逃
げ
る
〜
」の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

自然災害・熱中症について
学びました

議会だより読んでいますか？
　読んでいる　　17人
　読んでいない　13人

立花のいいところ。私のイチオシ。
　・（町外からの視点で）みなさんの地元愛、愛の良さ、繋がり、町なみ、
　　星がきれいに見える。
　・発展が進む新宮町の中で豊かな自然を残し大事にしているところ。
　・ 自然豊か。蛍が見られる。新宮霊園の桜がキレイ。巨大なクスノキ
原生林。たぶんクスノキ原生林の最北端だったはず。

　・人が優しく、みかん畑の里山と立花山の自然、立花城址の歴史が融
　　合しているところ。
　・夜空がきれい。同じ校区で学年が違っても仲間意識がある。
　・適度に田舎、適度に街。車などあれば住みやすい。
　・子ども視点でみんなが繋がりと責任感の強い子どもに育っている。
　 •  地域の繋がりが強くコミュニティが保たれている。ＴＡＰのイベン
トの際も全員が全力で取り組むところ。

　・地元産品が美味しい（日曜市で買えますよ）。
　・地元愛が深く、歴史ある情緒豊かなところ。
　・水がきれい→川に蛍がいる。
　・なんと言っても自然豊かな立花山。

　令和2年9月、TAP（立花オールパワーズ）のみなさんに、アンケートを行いました。
　TAP のみなさんは、日頃より荒廃地対策、人材活用、観光振興、農業振興など立花口地区の振
興に取り組んでおられます。新宮東中学校のイベント「ひがし竹灯籠」では、生徒デザイン
の竹灯籠を制作されました。
　※「ひがし竹灯籠」の様子は新宮東中学校ホームページで見られます。 30人に

聞きま
した！

議会だより読んでいますか？in ひがし竹灯籠

e ラーニングで学ぼう

竹
林
整
備

竹
灯
籠
作
り

前
日
準
備

前
日
集
合
写
真

ＴＡＰ×ＨＥＡＲＴ
ひがし竹灯籠の取り組み

読んでいる
17人

読んでいない
13人

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

　インターネットによる議会中継・録画配信・議事
録配信を行っています。
　スマートフォン・タブレットでも見られます。
【アクセス方法】
・新宮町ホームページから
　新宮町議会→議会中継・録画配信・議事録をクリック

　令和2年12月4日（金）午前9時30分から開催予定
です。
　一般質問は、7日（月）、8日（火）の午前9時30分
から予定されています。
　お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は12月1日（火）、役場・そぴあしんぐう・
シーオーレ新宮などに掲示し、ホームページで
も見ることができます。

※�傍聴されるときは、3階議会事務局で受付をし
てください。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

　新宮町ホームページにアクセスして「問い合わせ」
よりメールフォームにて送信をお願いします。

●●
●● ご意見をお待ちしています ●●

●●

議会中継・録画配信・

議事録配信
しています！

編
集
後
記

　
「
ひ
が
し
竹
灯
籠
」、
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
り
支
え
合
い

笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

（
大
牟
田
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
密
を
避
け
な
が
ら
編
集
作
業
を

行
い
ま
し
た
。 

（
末
吉
）

　
汗
だ
く
で
始
め
た
編
集
も
秋
風
の
中
終
了
。
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
新
し
い
生
活
様
式
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
安
武
）

　
自
粛
期
間
も
半
年
が
過
ぎ
た
が
、
皆
で
会
え
る
日
が
待
ち

遠
し
い
。 

（
温
水
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
二
マ
ケ
ズ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
イ
ツ
モ
静

カ
ニ
笑
ツ
テ
イ
ル
ソ
ウ
イ
ウ
人
ニ
私
ハ
ナ
リ
タ
イ
。 （
濱
田
）

※ 

今
号
よ
り
広
報
委
員
会
副
委
員
長
が
末
吉
富
美
徳
委
員
に

代
わ
り
ま
し
た
。

12月議会のお知らせ

議
会
改
革
推
進
会
議

　
令
和
2
年
７
月
29
日
、
８
月
19

日
、
９
月
３
日
、
議
会
改
革
推
進

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
は
実

施
し
な
い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
９
月
28
日
、

緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
を
試
行
し

ま
し
た
。

【耳で聴く広報誌】　視覚障がい者や高齢者など広報誌を読むことが難しい人に大切な情報を届けます。毎号広報誌が発行されてから音訳
ボランティア「そよ風」がＣＤに吹き込んで貸し出しをしています。
貸出場所　役場健康福祉課・町立図書館・町福祉センター　問い合わせ先　新宮町福祉センター　☎963-0921

　各種団体、小グループなど、気
軽な感じでの意見交換の場にした
いと思っています。

　希望される方は議会事務局までお問い合わせください。 ☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで議会との座談会のご案内

※
誌
面
を
秋
ら
し
く
み
か
ん
色
に
し
ま
し
た
。

12月議会のお知らせ

議会と
意見交換しませんか？

オンライン会議を行いました

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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町宮 紹介立新

中東宮 学校新 連 載

交流親善試合

創造性・協働性・高潔性

～最後まであきらめない～

●部長メッセージ●
野球部の重松大介さん「仲間や保護者、先生方、審判の方等、多くの協力があり、試合
を開催させてもらった。とても感謝している。試合は雨などのアクシデントもあったが、
最後まで絆を忘れずプレーできた。」
サッカー部の原田尚輝さん「当日はみんなで声を出して全力でプレーできた。これまで指
導していただいた先生方やコーチに感謝している。」
男子ソフトテニス部の安部亮太さん「休校期間中はソフトテニスができない日々が続き、
不安だった。大会が決まったことで目標ができ、休校期間前の状態を少しでも取り戻そ
うと先生や後輩と精一杯練習できた。そして、最後はみんなで悔いのない試合ができ
た。」
女子ソフトテニス部の𦚰亜結花さん「中体連はなくなったけど、先生方やコーチ等が尽力
してくれて最後に試合が実現できてよかった。女子ソフトテニス部に入部して、この仲
間とプレーができて、本当によかった。」
男子バスケットボール部の谷川勇生さん「みんなが積極的にプレーをできた。チームメ
イトに一緒に頑張ってきてくれてありがとうと伝えたい。」
女子バスケットボール部の平田朱さん「試合では、２・１年生の応援がすごく、それに応
えようと気持ちのこもったプレーができた。最後は、２・１年生の頑張りが３年生を支
えてくれた。」
男子バレーボール部の大津一昇さん「得点がとれた時にみんなで喜び合えたことがうれ
しかった。保護者の応援はいつも自分たちの力になった。支えてもらって感謝している。
２・１年生にはこれからも頑張ってほしい。」
女子バレーボール部の森加奈江さん「試合が近づくにつれ、３・２・１年生が一つにまと
まり、練習の雰囲気が良くなっていった。当日の試合には負けてしまったけど、部員全
員で今までで一番の声を出せた。２・１年生の後輩との繋がりができてよかった。」
剣道部の熊谷優士さん「試合で負けたメンバーも大声を出して、仲間を一所懸命応援し
ている姿がうれしかった。」
卓球部の中村琴菜さん「感染症対策のため応援は拍手で行う等の状況だったが、チーム
で声をかけあい、自分たちらしい試合ができたと思う。これまで一緒に頑張ってきた仲
間に感謝したい。」
陸上部の原田大輝さん「こういった機会をいただき、顧問の先生方や保護者のみなさん
に感謝したい。次の舞台でも、目標を持って走り続けたい。」
吹奏楽部の三小田雫さん「本当はコンクールに出場したい気持ちがあった。そんな思いを
表現できる集大成の場で演奏できたことがうれしかった。先生方や仲間、保護者の方々
に感謝を伝えたい。」
美術部の庵原詩織さん「３年生の部員それぞれで区切りとなる作品を仕上げ、部活動を
やり遂げたい。」　※美術部は11月にある中文連への出展を最後に控えます。

　今後、３年生は部活動等から進路実現へ意識を切り替え、学習や学校行事を中心に取り組んでいくことになります。
　中体連夏季総体の開催中止が決定された中でも、部活動を最後まで続ける決意をしてくれた３年生の思いは、２・
１年生の後輩や様々な人に“支えてくれた人に感謝すること”や“やり遂げること”の大切さを伝えてくれました。特に
入学したばかりの１年生の記憶には中学生としての在るべき姿が深く刻まれたと思います。

感動をありがとう３年生！！

　

７
月
18
日
（
土
）
〜
26
日

（
日
）
に
新
宮
東
中
学
校
の
多

く
の
部
活
動
で
、
３
年
生
に

と
っ
て
は
区
切
り
の
大
会
と

な
る
新
宮
町
・
久
山
町
中
学

校
交
流
親
善
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
前
向
き
な
姿（
回

復
力
）、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
発
揮
し
よ
う

と
す
る
姿（
創
造
性
）、
同
級

生
と
し
て
１
年
間
過
ご
し
た

新
宮
中
学
校
の
３
年
生
と
互

い
に
認
め
合
う
姿（
協
働
性
、

高
潔
性
）が
あ
り
ま
し
た
。
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